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保育内容㸸領域「環境」に࠾ける授業内容の一考ᐹ 

―授業ᒎ㛤の実践より― 
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㸯㸬ၥ題と目的 
現ᅾ、中ኸ教育ᑂ㆟に࠾いて、幼稚園の学習ᣦᑟ要領の見┤しが᳨ウされ、ᖹ成 �� 年

ᗘの⾜がỴまっている。ᖹ成 �� 年 �᭶ �� ᪥に⾜われた「教育課⛬部幼児教育部」で
のᑂ㆟では、ḟ期にྥけてḟのようにまとめている。 

まࡎ、ࠗ Ϲ幼児教育に࠾いて育みたい㈨質࣭⬟力の整理と、ᑠ学ᰯのྛ教⛉➼との᥋⥆の
ᅾり方࠘では、幼児教育に࠾いては、ᑠ学ᰯ௨㝆のようないわࡺる教⛉ᣦᑟで育ࡴのでは
なく、幼児の自発的な活動である遊びや生活の中で育ࡴことが重要であるiとしている。そ
のᰕとなるのが、（ア）知㆑࣭ᢏ⬟のᇶ♏、（イ）思考力ุ࣭᩿力࣭⾲現力➼のᇶ♏、（࢘）
学びにྥかう力࣭人㛫性➼の୕つである。これらの㈨質࣭⬟力は、現⾜の幼稚園教育要領
の㸳領域のᯟ⤌みに࠾いても育んでいくことがྍ⬟であると考えられる。そのため、幼稚
園教育要領の㸳領域はᘬき⥆き、⥔ᣢされる方ྥで、領域「環境」に࠾いてもኚわらࡠま
ま⥅⥆されることが♧されている。 

当ᰯでは、保育内容の領域「環境」を、�ᅇ生前期に授業に⤌んでいることもあり、実際
の保育を想像するのが㞴しい㠃がある。学生の「環境」についてのイメージのከくは、࢚
ジーや自↛などで、幼児の生活の中にある「身㏆な環境」や「身㏆な㇟」に対するࣟࢥ
具体的なイメージがஈしい。領域「環境」では、幼児が環境に主体的にかかわり、生活に
取り入れていこうとする力をᇵうことが求められる。このことは、学生自身が幼児の生活
や遊びをイメージしながら、自分の࿘りの環境に興味࣭関心をᣢって主体的に関わること
であり、そこでᚓた様々なẼづきを経験することで、知㆑やᢏ⾡を学ぶ㐨➽をᇵうもので
ある。 

そこで本◊✲では、領域「環境」の授業に࠾いて主体的な学ಟを意㆑した授業方法をヨ
み、学生のಟᚓᗘを りながら、領域「環境」を理解し学習成ᯝをୖࡆること目的とする。 

 

㸰㸬◊✲の方法 
本◊✲では、前期授業である「こどもと環境」をཷㅮした �年生に対して、第 �ᅇ授業

内（ᖹ成 �� 年 � ᭶）で授業ホ౯アンࢣーࢺを実した。ㄪᰝ対㇟者は、ᖹ成 �� 年ᗘ �年
生のうち当᪥Ḟᖍ者を㝖く �� ྡである。ྛ質ၥには、解⟅に対する理由または具体的内容
の自由記述ḍをタけた。その授業ホ౯アンࢣーࢺをᇶ準として、ḟの㸲つの方法を授業に
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取り入れ、それぞれの授業ᒎ㛤のຠᯝを考ᐹすることとした。 
①幼稚園教育要領の利用、②視⫈覚教ᮦの利用、③体験授業、④ࣝࢢー࣡ࣉーࢡ 

 
３㸬⤖ᯝと考ᐹ 
（㸯）授業内容のᴫ要 
授業は �� ᅇ⾜い、内容はḟの㸶つの視Ⅼを理解することを重要㡯とした。 

㸯）保育のᇶ本の理解と、領域「環境」の置づけの理解 
保育とは、子ども一人ࡦとりが様々な物的࣭人的࣭♫的環境とかかわり、成長࣭発達

に必要な経験を主体的にᚓることができるようにຓするႠみである。 
「領域」とは子どもの発達のഃ㠃に対ᛂし、環境構成をྵめた⥲合的なᣦᑟを⾜う際の

視Ⅼである。そして領域「環境」とは、園生活での遊びをྵࡴ様々な経験を保育内容とし
てᤊえ、㐺切な発達のຓを⾜っていくための視Ⅼとなるものである。 
㸰）子どもと環境のかかわりの理解 
࠙身㏆な自↛࣭生き物とのかかわりࠚ 
園ᗞのᅵ、◁、Ỉといった自↛物、ᅄᏘᢡ々ኚ見せるᶞᮌやⲡⰼ、そこに集まる、

㣫育しているᑠ動物、ⰼቭや⏿で᱂ᇵしている᳜物や野⳯などに、子どもたちが五感（視
覚、⫈覚、ゐ覚、味覚、Ⴅ覚）をᏑ分にാかせてゐれ合う体験を通して、安らࡂや豊かな
感、好ወ心、思考力、⾲現力のᇶ♏がᇵわれる。 
࠙物࣭ᩥᏐ࣭記号࣭数㔞とのかかわりࠚ 
物࣭ᩥᏐ࣭記号࣭数㔞を使った様々な遊びをᴦしࡴ中で、子どもの興味࣭関心と感覚が

↓理なく㣴われていく。 
࠙ሗやタ、園内እ⾜とのかかわりࠚ 
子どもは、⤮本や⣬Ⱚᒃ、㡢ᴦやテࣞビなどのሗにぶしࡴことで、ゝⴥを⋓ᚓし、想

像のୡ⏺をᗈࡆ、㛤ᨺ感や心の安ᐃをᚓる。また、ఏ⤫⾜のཧຍなどを通して、Ṕྐ
やᩥの関心がⱆ生えるとඹに、ᆅ域の様々なタのᙺとᶵ⬟を知ることで、発見す
る႐びや知的好ወ心を‶たすことができる。 
３）園ᗞの遊具とのかかわりの理解 
園ᗞには、すべりྎ、ぶらんこ、◁場、㕲Წ、ジࣕンࣝࢢジ࣒、㞼Დなどのᅛᐃ遊具や、

୕㍯㌴、ࢣࢫーࢱー、࣎ーࣝ、➉㤿などの自由に⛣動できる遊具がある。子どもたちは自
分のẼᣢちや≧ἣに合わせて、それらをᰂ㌾に活用できる。それらは遊園ᆅのཷ身的なア
 。ンと違う、自由で発想豊かな遊びであるࣙࢩࢡࣛࢺ
㸲）ᐊ内の遊具࣭教ᮦ࣭タ備とのかかわりの理解 
ᐊ内遊びでは、どのような遊具や教ᮦ、タ備があるのかを知り、それぞれの遊具࣭教ᮦ࣭

タ備の≉性を理解し、子どもにとって遊びの意ḧをᘬき㉳こす㨩力があることを学ぶ。 
㸳）㸳領域の関ಀ性の理解 
㸳つの領域は幼児の生活を೫りなく見る視Ⅼであり、それぞれ⊂立しているのではなく、

幼児の生活全体を見る視Ⅼとしていにᐦ᥋な関ಀをもっている。このことを㋃まえて、
園の生活のᣦᑟィ画について考えていく。 
㸴）領域「環境」と保育方法 
保育方法を一᪥の生活ᒎ㛤からᤊえ、さらにどの園に࠾いてもඹ通にᏑᅾするᒎ㛤に視

Ⅼを置いて、領域「環境」を考え理解する。 
㸵）子どもの「環境」のཧຍをうながす保育者のᙺ 
保育者自身も、子どもたちが保育環境とどのようにかかわっているかに✚ᴟ的に関心を

ᢪき、一緒に保育環境にゐれながら、子どもの≧ែやኚを理解することの大切さを学ぶ。 
㸶）保育内容の⥲合性と㨩力ある保育環境づくり 
領域や活動のಶู性というᯟにとらわれࡎ、子どもたちがᴦしい体験をするために、い

くつもの活動を取り入れて⥲合的にᒎ㛤していく発想性について理解する。そのためにも、
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子どもにとって㨩力的な保育環境をつくり出していく必要がある。 

 

（㸰）領域「環境」の授業方法 

ඛの �視Ⅼを⥙⨶するために、ḟの㸲つの授業方法を実践した。それは「幼稚園教育要
領の利用」「視⫈覚メࢹィア教ᮦを利用した授業」「体験授業を通して」「ࣝࢢー࣡ࣉーࢡと
発⾲を通して」であるが、㡰ḟ、具体的に説᫂をしていく。 

㸯）幼稚園教育要領の利用 

ᖹ成 �� 年ᗘのࢫࣂࣛࢩを見ると、当ᰯの㸯年前期㛤タ授業では、幼稚園教育要領をテ࢟
としている授業はなく、ཧ考書として使用している教⛉がいくつか見られるだけであࢺࢫ
る。保育内容の �領域で前期に授業があるのは、領域「環境」と領域「㡢ᴦ⾲現」であり、
その他は、後期授業や㸰年生でのᒚಟとなっている。つまり、ཧ考書としての取りᢅいで
は、経験が少ない学生が具体的にその内容をかみ○いて読ࡴのはᅔ㞴だということである。 
幼稚園教育要領とは、「��ୡ⣖の生きる子どもたちの教育の充実をᅗるため、教ဨの㈨

質࣭⬟力のྥୖや教育᮲௳の整備などとేせて、ᅜの教育課⛬のᇶ準整備されたもの」と
つᐃされている。将来、㣴成ᰯを༞業して保育者という立場にᑵく学生が、ᅜが求めてい
るᇶ準内容の意味を༑分に理解せࡎに༞業していくとすれば、ၥ題であろう。 
そこで、領域「環境」の授業では、幼稚園教育 

要領、保育所保育ᣦ㔪、幼保㐃ᦠᆺㄆᐃこども園 
教育࣭保育要領に࠾ける、保育のᇶ本と領域「環 
境」の置づけについて理解をᅗるために、読み 
合わせと、それぞれの┦違Ⅼやඹ通Ⅼについてࢹ 
ィࢫカࣙࢩࢵンを⾜った。そのうえで、「内容の取 
りᢅい」が記述してある幼稚園教育要領と解説書 
は、主に授業で使用し、保育所保育ᣦ㔪、幼保㐃 
ᦠᆺㄆᐃこども園教育࣭保育要領は、ཧ考書とし 
て授業を㐍めていくこととした。ึめに、他の教 
⛉と重」することに㚷み、幼稚園教育要領第 �❶          ᅗ㸯 
⥲๎から、なࡐ幼稚園教育要領が必要なのか、幼児教育のᇶ本は何かについて説᫂し、そ
の必要性と㸳領域が⥲合的に⾜われていることを教授した。その後に幼稚園教育要領第㸰
らいである「心」「意ࡡらいཬび内容の領域「環境」を読み取り、領域「環境」のࡡ࣭❶
ḧ」「ែᗘ」について具体的なを♧して理解をᅗった。 

また、領域「環境」の内容については、学生が幼い頃に経験した遊び（㨣ࡈっこ、かく
れん࠾、ࡰᡭ⋢、➲⯚సり、භ、かるたなど）や幼い頃読んでいた⤮本などについて、
全体でࢹィࢫカࣙࢩࢵンを⾜い、その経験が内容のどの箇所に┦当しているかを᳨ウした。 
ᅗ㸯のアンࢣーࢺ⤖ᯝでは、幼稚園教育要領を利用したことで ��㸣の学生が理解でき、

��㸣の学生がࡡࡴ࠾࠾理解できたとホ౯している。しかし ��㸣と少数ではあるが、理解で
きなかった学生がいた。 

௨下は自由記述ḍの一部である。 

 

●ཷㅮしてみて自分が経験した遊びや人とのかかわりが、領域「環境」のどの内容にあ
たるのかẼづくことができ、どういった意味であそんでいたのかがわかった。① 
●ままࡈとのࡡらいには、モノを大切にする力、ᕝ遊びは自↛とゐれ合うࡡらいがあっ
たことが理解できた。② 
●自分が幼いころ遊んでいた遊びは、考えてみると想像力が発達していたことがわかっ
た。③ 
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●遊びにはそれぞれࡡらいがあることが学べた。 
●ᑠさいころ、≉に意㆑せࡎ遊んでいたこと一つ一つに意味があること、それら全て物
的環境、✵㛫的、♫的環境などいࡎれかにかかわっていたことを知った。④ 
●領域のࡡらいがいまいちわからなかった。⑤ 
●それぞれの遊びがどの内容㡯目にあたるか、わからなかった。⑥ 

 

௨ୖを見ると、①の記述のように、遊びの意味が理解できたり、②③のように一つ一つ
の遊びには保育者のࡡらいがあることが理解できたりして、幼い頃の自分の成長と重ࡡ合
わせ考えられていることがわかる。また④では、幼い子どもが物的環境や✵㛫的環境、♫
的環境などにᙳ㡪をཷけながら育っているということを理解して࠾り、授業の成ᯝが見
て取れる。 
しかし、⑤⑥のように、領域「環境」のࡡらいである「心」「意ḧ」「ែᗘ」について

理解できていない学生がいることも実である。これは、�年前期のㅮ義ということもあり、
ᢸ当教ဨが学生それぞれの理解ᗘをᢕᥱできなかったために、解説するときのゝⴥや内容
᳨ウ、り㏉り確ㄆが不㊊したことがཎᅉだと思われる。今後の課題となった。 
ḟにᅗ㸯の⤖ᯝであるが、「理解できた」と⟅えた学生よりも、「ࡡࡴ࠾࠾理解できた」

とした学生がከい。これは、ㅮ義内容では理解しにくい学生が、自ᕫの遊び体験をࢫࣛࢡ
全体で具体的に考えたりヰし合ったりする時㛫をタけたことで、領域「環境」がめざす教
育的内容がࡡࡴ࠾࠾理解でき、ၥⅬの解Ỵにつながったのではないかと᥎ できる。一
方、遊び経験の少ない学生はヰ題提౪が少なく、ࢹィࢫカࣙࢩࢵンに┒りୖがりが見られ
なかった。実習経験のない学生が、幼稚園教育要領領域「環境」のࡡらいと内容を理解し
ていく方法としては、教⛉書にあるからの読み合わせも必要であるが、自ᕫの遊び体
験の記᠈から考えていくことが重要である。当時のᴦしさやࢫリࣝ感などの༳㇟がよみが
えることで、好ወ心や᥈求心などの学びにつながることが、実感を伴って理解できるから
である。 
 

㸰）視⫈覚メࢹィア教ᮦを利用した授業 

 㸯年の学生は、前期授業のẁ㝵では、実習 
経験が一ᗘもなく、幼稚園や保育所、ㄆᐃこ 
ども園のᙺについてとんど知らないとゝ 
っても㐣ゝではない。中学生や高ᰯ生の時に 
授業やࣛ࣎ンティアでゼၥした学生はいるが、 
子どもたちとゐれ合って子どもを知ることは 
できたとしても、子どもの発達を理解したう 
えで、ᑓ㛛⫋として保育環境の意味と子ども 
の育ちとの関㐃性を考えながらほᐹしたわけ 
ではないと考える。 
そこで、さまざまな園の環境の写真や動画、          ᅗ � 

既成のＤＶＤなどを視⫈し、子どもが園ᗞの 
遊具やᐊ内遊具、教ᮦ、タ備などの環境とどうかかわり、育って⾜くのかの理解をᅗった。
その後で子౪の学びについてࣝࢢーࣉでヰし合い、発⾲するという形ᘧで授業を㐍めた。 
 ᅗ � は視⫈覚教ᮦを利用した授業に関するアンࢣーࢺ⤖ᯝである。ここでは、「理解でき
た」が ��㸣、「まあまあ理解できた」は ��㸣、「理解できなかった」のは �㸣であった。ඛ
の「幼稚園教育要領をテࢺࢫ࢟として使用した授業」とは大きな違いである。保育場㠃を
画像や映像を通して視覚にッえることで、より具体的で分かりやすくなったと考えられる。      
 ௨下は学生の自由記述の一部である。 
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自由記述からは、①②③のように動画や写真、ＤＶＤなどを利用することで、主体的な
活動を促すために環境を整えることや、保育者が今目の前の子どもたちに必要な育ちのた
めに環境を準備しなければならないことなどが、具体的イメージを伴って理解できている
ことがわかる。また、④⑤からは、遊びの中で五感を使って成長していくことや、子ども
が興味や関心をもった遊びを膨らませながら成長していくことが、理解できていることが
読み取れる。⑥⑦では、遊具や玩具を環境として整え、遊びこなす中で心の成長を促すこ
とや、色や形など物の性質が身についていくことが分かっている。⑧では、学生自身が現
場に出て保育を実践した時に、環境をどのように整えることが子どもの発達に寄与するの
かが、イメージできたように思える。 

しかし、⑨のように、子どもたちが環境に主体的にかかわり、生活の中に取り入れよう
とする育ちの力については、不確実な理解者も見られる。また、⑩では幼稚園教育要領の
内容が理解できていない学生の不安がうかがえる。子どもたちが自分から動き出せるよう
な環境をつくる方法について、もう少し具体的な画像を通して解説していく必要性を感じ
た。そのためには、他の保育現場の動画や既成のＤＶＤだけでなく、学生が保育実習する
現場で子どもたちが遊ぶ姿や学生自身の姿を撮るなど、よりリアリティのある画像を授業
に採り入れることも視野に入れたい。そうした授業の工夫が今後の課題となった。 
 

３）体験授業を通して 

 子どもが、充実した遊びを経験するには、友だちやモノ、環境とのかかわりが重要であ
る。汐見氏は「体験主義の保育」iiを提唱し、子どもは本物の体験を求めていると述べてい

●自分が園児だった頃、当たり前の風景がそれぞれに意味をなしていて、育つ力につなが
っていたことが分かった①。教える立場になったとき、育つ力を考えて環境を整えたい。 
●ＤＶＤをみて、ただ自分の好きなように物を置くのではなく、子ども一人一人に合った
環境構成が必要だとわかった。実際の映像を見ることで、イメージがわき、理解しやすか
った。 
●保育者がよりよい環境をつくることで子どもたちが自ら遊ぶ力を身に付けることができ
るとわかった。発達年齢に合わせて保育環境を準備していることが理解できた。② 
●動画や写真で見るとわかりやすかった。子どもたちの興味、関心を高める環境づくりの
大切さを知った。③ 
●動画や写真のなかに「さわってみよう」と書いてあるその下にピカピカな石やゴツゴツ
した石が置いてあった。子どもの物に対する興味はこうやって沸き、五感を使ってさまざ
まな力が育てることがわかった。④ 
●みんなが一緒に同じ遊びをするのではなく、自分が興味ある遊びを選ぶことがわかった。
④大きさや形、色の違うのれん用ビーズが紐通しして遊びやすいように種分けされて見や
すく使いやすく工夫されていた。⑤ 
●物を大切にする心や友だちを大切にする心などいろいろな力が身に付くことを知った。
⑥ 
●環境から色や形、数など様々なことを学べることを知った。⑦ 
●将来、自分が保育者になった時に、どういう環境を整えようか想像することができた。
⑧ 
●環境を整えることで子どもが主体的に活動できることはわかったが、育つ力が何である
のか今一ピンとこなかった。⑨ 
●子どもにとって環境の大切さやそれが発達に大きく関わることだと理解できたが、幼稚
園教育要領領域「環境」の内容が全部覚えられていないのでどの箇所に当てはまるのか要
領を見ないとまだ自信がない。⑩ 
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る。また、内⏣氏は「（␎）想像力は豊かな経験から生まれ、想像と経験は౫Ꮡ関ಀにある
といえる（␎）。」iii と述べ、遊びを膨らませるために必要なイメージは、経験したことか
ら生まれるとしている。さらに、ᖹ成 �� 年ᗘ⾜の幼稚園教育要領の内容の取りᢅいに࠾
いても、「幼児期に࠾いて自↛のもつ意味は大きく、自↛の大きさ、⨾しさ、不思㆟さなど
に┤᥋ゐれる体験を通して、幼児の心が安らࡂ、豊かな感、好ወ心、思考力、⾲現力の
ᇶ♏がᇵわれることを㋃まえ、幼児が自↛との関わりを῝めることができるように工夫す
ること」iYが求められているとしている。 
┤᥋体験の重要性については、ᖹ成 �� 年ᗘ࿌ 

♧の幼稚園教育要領にも⥅⥆されている。子ど 
もの成長には体験することが大切であり、その 
経験内容が豊かであればあるど発達を大きく 
促す。そして、これは保育者を目ᣦしている学 
生にとっても、同様のことがゝえるのではない 
だろうか。授業の中で┤᥋体験して理解を῝め 
ることこそ、活用する力につながる重要なこと 
である。 
そうした考えにᇶづいて㝃ᒓの㹉ㄆᐃこども          ᅗ � 

園では、園ᗞや園内、大学ᰯ内のᩓ⟇を⾜なっ 
た。具体的には、ྛ種タの見学や遊具での遊び、ᑠ動物とのࡩれあい、野ⲡをᅗ㚷でㄪ
べるなどの自↛体験である。 
学生の中には、中学生や高ᰯ生のときにࣛ࣎ンティアなどで幼稚園や保育所のタを見

学した者もいるが、遊具や㐨具などが子どもを育てるために必要な環境であることまでは
理解できていないと᥎ᐹする。体験授業のࡡらいはまさにそこにある。こども園の園ᗞや
タを実際に見学し、大ᆺ遊具で実際に遊びを体験する授業によってึめて、学生たちは
実感をもって環境について考え、理解することができるのである。 
体験授業のィ画࣭実践に当たってはいくつかの工夫をຍえた。その一つがࣝࢢーࣉに分

かれた学習である。学生たちがいにࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをᅗりながらࣕ࢟ンࢫࣃ内をᩓ
⟇することで、自分の心と体で感じた体験の中での発見と理解を、子どもたちの成長に関
㐃づけて῝させることができると考えたからである。ᩓ⟇する際には、ྛ自がⲡⰼや
のࢺࢵࢣ࣏ᅗ㚷をᣢཧし、種㢮やྡ前、≉ᚩなどをㄪべたり、自↛ࣉࢵ࣐をస成したりで
きるようにした。できるだけከくの自↛を感じ、その体験や発見を通して実際の保育を考
えるᶵにつながるようにした。 
ᅗ �のアンࢣーࢺ⤖ᯝでは、┤᥋体験をすることで、「理解できた」が ��㸣、「まあまあ

理解できた」が ��㸣、「理解できなかった」が㸮㸣であった。わࡎかのᕪではあるが、この
授業でึめて「理解できた学生」が、「まあまあ理解できた学生」をୖᅇったのである。┤
᥋体験することは、テࢺࢫ࢟授業や視⫈覚教ᮦ授業と違い、領域「環境」が目ᣦす好ወ心
や᥈求心が、学生自身の内部から生まれやすいからではないだろうか。学生の学ಟには大
きなຠᯝがあるといえる。 
 ௨下は学生の自由記述の一部である。 

 

●実際に園ᗞに入らせてもらって具体的に考ᐹしながら環境構成が理解できわかりやすか
った。子どもたちの発達につながる環境づくりの方法を知った。① 
●自分の通っていた園と↷らし合わせてほると、ඹ通していたところがありタ環境や自
↛環境で大切な所がわかった。② 
●いい環境が整っていないと、子ども達の成長に⧅がらないし、自分たちで発見し、それ
について考えられるような環境が必要であることがわかった。③ 
をやる経験ができたり、野⳯を᳜ࢧ࢚、ーが生やしてありࣂーࣟࢡᑠᒇの࿘りにࢠࢧ࢘●
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᱂し育てる経験をしたりしながら「の大切さ」を知るᶵがከいと思った。④ 
●野ⲡのྡ前や≉ᚩをຮᙉして࠾かなければならないとẼ付いた。自↛では᳜物のを大
切にする心を育てることもでき、自↛とゐれ合うことで豊かな人㛫性をᚓることができる
ことも分かった。⑤ 
●自↛は子どものୡ⏺をᗈࡆていくことを感じた。⑥ 
●人工的な環境は安心がありⰋいと思うが、授業を体験してやはり、自↛が子どもには一
␒Ⰻいことが理解できた。⑦ 
●自分が保育所に通っていた頃は何も思わなかったが、実際はᮌを᳜えることで᪥㝜をస
りᬬさから身をᏲる遊び環境や遊具の下にࢺࢵ࣐をᩜいて安全に㓄៖した環境が整えられ
ていることにẼ付いた。⑧ 
●自分が実際にᩓ⟇やᩓṌの前にࣝーࢺをṌき、どこで教育的な㓄៖や安全㠃での㓄៖を
⾜わなければならない理由が理解できた。⑨ 
●自↛の大切さが理解できた。自↛が少ないᆅ域では、工夫が必要で、保育者はそれを考
えて保育しなければならないのだと思った。⑩ 
●ただそこに子どもたちの遊びのために遊具が置いてあるのではなく、それぞれタ置され
ているものには、子どもの発達と見ᤣえてఙばしたい㢪いをもってタ置するという理由が
きちんとあることがわかった。ջ 
●ただ遊具やࣟࢡーࣂーがあるのではなく、目的をもってタ置されていることがわかり、
環境には意味のあるものしかないことが理解できた。ռ 
●ᩓ⟇を⾜い、野ⲡをほᐹしたり⤮にᥥいたりした。野ⲡからも遊んだり学んだりできる
ことを知った。ս 
●一見、ただのᩓṌのようであるが、ⴥっࡥ一ᯛを見ても、ⴥ⬦がはっきりわかるⴥっࡥ
と分かりにくいⴥっࡥがあり、見ẚべるᴦしさを味わえた。自分の中で᪂しい発見になっ
たし、理⛉の学習が自↛にできていた。վ 
●実際に園ᗞを見たことにより子どもたちの遊ぶ姿がイメージしやすくなり、様々な環境
が整えられていることにẼ付いた。տ 

 
自由記述の①②③では、実際に自分の体を使って経験したことにより、子どもの発達に

つながる環境の必要性や、環境を整える࣏インࢺなどについて理解できたことが記されて
いる。また、④⑤では、実体験からの大切さや豊かな人㛫性を育ࡴことにつながること
にẼ付いている。⑥の「自↛は子どものୡ⏺をᗈࡆる」とᅇ⟅した学生は、ⲡⰼの≉ᚩを
ㄪべたり、ゐったり、に࠾いをႥいだりしながら、五感を使って遊ぶᮍ知の体験を⾜った
ことで、ୡ⏺のᗈがりを感じたようである。⑦では、人工的な玩具のⰋさもㄆめながら、
自↛で遊ぶⰋさも感じ取っている。⑧⑨のの学生は、安全に㐣ࡈせる環境の大切さを理解
し、下見などを⾜い、前準備して࠾くことが子どものをᏲることにつながることに῝
い理解を♧した。⑩のように、保育現場のᆅ域環境にᛂじて環境を整えるために、保育者
の工夫が必要であることを感じた学生もいる。ջռでは、環境構成には、遊具や㐨具が整
えられている意味があることにẼ付いている。սվのでは、ⲡⰼやなどの自↛で遊
ぶことが子どもの発達に大きなᙳ㡪を与えていくこと、そしてその遊びがᑠ学ᰯ教⛉につ
ながっていることを理解している。 
௨ୖのような体験学習の成ᯝを⥲まとめするような記述が、տに見られる。ᒇእで┤᥋

体験することによって保育を具体的にイメージでき、幼稚園教育要領のࡡらいと内容の理
解に⧅ࡆられたのではないだろうか。ຍえて、ᡞእで⾜われる授業の㛤ᨺ感もあり、学生
のẼ分も᪂㩭で集中力がቑしたと思われる。 
ところで、後⸨氏は領域「環境」の授業にࢿイࣕࢳーࢤー࣒を取り入れ、その学ಟຠᯝ

を発⾲している。その中でᣦᑟ者については、「ࢿイࣕࢳーࢤーึ࣒⣭ᣦᑟဨの㈨᱁をᣢつ
教ဨが学内に࠾いて実際にᣦᑟしている」Yと述べている。この場合、大学教ဨ自身がその
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ような㈨᱁を取ᚓしているか、あるいは㈨᱁保ᣢ者と༠ാで授業ィ画を立てて実践してい
くことが必㡲᮲௳である。それとඹに、自↛豊かな野ᒣが㏆㞄にあることもḞかせない。 
当ᰯでは、保育現場経験者が一人で領域「環境」をᢸ当して࠾り、保育現場で取り入れ

た自↛を使った遊びを学生とඹに⾜っているが、ࢿイࣕࢳーࢤー࣒のᑓ㛛者ではない。ま
た、少し㞳れた場所にその対㇟となる野ᒣはあるが、�� 分㛫のఇ᠁時㛫に⛣動することが
㞴しい。そのୖ、学内つᐃには「学እでの授業の場合、⿵ຓ教ဨをタけて授業に⮫ࡴこと」
とあり、授業に自由さが少ない。 
当᪥は、ྛ自にࢺࢵࢣ࣏ᅗ㚷を用意させたが、ಶ人のᣢち物は少なく、ᅗ書㤋からり

ていた。しかし、それでも」数の学生が一を利用してㄪべる姿が見られ、全ဨに⾜きᒆ
いてない現実があった。これらを考៖しながら、よりⰋい学እ学習をどのように取り入れ
ィ画していくかが今後の課題である。 
それとඹに、学生自身が༞業して保育者となったとき、自↛と関わる遊びをどのように

保育に採り入れて実践しているかなどについても、㏣㊧ㄪᰝが必要である。もちろんその
成ᯝは、幼稚園教育要領、保育所、保育ᣦ㔪、幼保㐃ᦠㄆᐃこども園教育࣭保育要領に࠾
ける、領域「環境」でつᐃされている内容につながるものでなくてはならない。 

 

㸲）ࣝࢢー࣡ࣉーࢡと発⾲を通して 

 ᖹ成 �� 年 � ᭶ �� ᪥の中ኸ教育ᑂ㆟⟅⏦ 
「᪂たなᮍ来を⠏くための大学教育の質的㌿ 
にྥけて」Yiでは、生ᾭにわたって学び⥆け 
る力、主体的に考える力をᣢった人ᮦは、学 
生から見てཷ動的な教育の場では育成するこ 
とができないとしている。ᚑ来のような知㆑ 
のఏ達࣭ὀ入を中心とした授業から、学生が 
主体的にၥ題を発見し、⟅えを見出していく 
⬟動的学ಟ（アࢡティ࣭ࣛࣈーࢽンࢢ）の必 
要性が求められている。                             
そうした主体的な学ಟを促す᭷力な方法と 

して、ࢹィࢫカࣙࢩࢵンやࢹィ࣋ーࢺを取り入れた      ᅗ � 
授業がある。ࣝࢢー࣡ࣉーࢡと発⾲を⤌み合わせることによって、さらにಶ々の学生のㄆ
知力や理的、♫的⬟力がᘬき出され、学生は将来にわたって主体的に♫㈉⊩できる
⬟力を☻き⥆けていくことができる。 
 そこで当ᰯの「こどもと環境」の授業に࠾いても、幼少期に自ᕫ体験した遊びを通して
の学びや、子どもの姿から見えた発達と環境構成、自↛を保育に取り入れる方法など、様々
な授業内容の中で、ࣝࢢー࣡ࣉーࢡやࢹィࢫカࣙࢩࢵンを取り入れるヨみをした。 
 ᅗ � のアンࢣーࢺ⤖ᯝに見るように、ࣝࢢー࣡ࣉーࢡや発⾲を⾜った授業では、理解で
きた学生が ��㸣、まあまあ理解できた学生が ��㸣となり、理解できなかった学生は �㸣で
あった。ヰし合いの学ಟຠᯝはᴟめて高いことが読み取れる。௨下は学生の自由記述の一
部である。 

 

●自分と違う考え方の人とヰすことで、᪂しい発見ができた。① 
●自分とは違った意見をみんなᣢっていて、それをὶすることでより῝くຮᙉが㐍ࡴと
思った。 
●ఫんでいるᆅ域によって遊びや⾜が違うことをᨵめて知った。友だちの体験ㄯを⫈く
ことはᴦしかった。 
●自分と違う意見がἑᒣ出たので自分の知らないことを学べた。自分が理解できてなかっ
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たことを教えてもらうことも出来たので᪂しい考えが自分に生まれたりもした。② 
●他者の意見を⪺いて知㆑がቑえた。自分௨እの意見を⪺き、考えを発ᒎできた。③ 
●「こんな意見もあったのか」と考えが῝まりຮᙉになった。④ 
●友だちとඹ感できることで考えが῝まった。視野がᗈまった。⑤ 
●自分と他者との遊び経験が違うことがわかった。⑥ 
●人のヰを⪺いて、᫇の遊びがわかった。自分自身はとんど覚えていないから。⑦ 
●実際に保育者を目ᣦしている意㆑の高さからいろんな考え方を知った。 
●自分௨እの意見を⪺いて、ἑᒣの感じ方、考え方がᾋかび、ẖᅇとてもⰋいࣝࢢー࣡ࣉ
ーࢡができた。 

●みんなの意見を⪺いて保育者になった時、子どもたちといろんな遊びをしたいと思った。
⑧ 
●一人で考えるよりࣝࢢーࣉで考えた方が῝くよりⰋいヰし合いができた。⑨ 

 

ୖの自由記述①㹼⑤では、ࣝࢢー࣡ࣉーࢡと発⾲によって᪂しい発見や᪂しい考えが生
まれたり、自分の考えを῝め、発ᒎさせることができたりして、ຮᙉになると実感してい
ることが読み取れる。また、⑥⑦では他者との生活環境、遊び環境が違うことを知ったり、
自分自身に全くイメージできない質ၥ内容であっても、他者の意見や思いを⪺くことで理
解できたりしている。⑧の学生は、༞業後のክをᣢてるようになり、⑨では、ࣝࢡーࣉ
࣡ーࢡでの学びのຠᯝを実感しているように見ཷけられる。 

༢でཧຍさせることによࣉーࣝࢢとは、学生をウ論やඹ同స業などにࢡー࣡ࣉーࣝࢢ
って、メンࣂー㛫での┦స用を通してಶ人の成長を促㐍する方法のことである。బ⸨氏
によれば、ࣝࢢー࣡ࣉーࢡに࠾ける大学教ဨのᙺは、「ࢩࣇリテーࢱー（促㐍する人）」
だという。ࢩࣇリテーࢱーに求められるのは、ཎ๎として⪺きᙺにᚭすることや、必要
にᛂじて学生のウ論を促すこと、そしてࣇィーࢡࢵࣂࢻのためのࢥメンࢺを㐺ᐅ出すこと
である。具体的には、ࣝࢢー࣡ࣉーࢡの᭱後に学生のⰋいⅬを✚ᴟ的にめ、よくなかっ
たⅬをどうᨵၿするかについて考えることを促すようなことで、学生の自ᕫホ౯をຓけ、
学生の課題発見࣭ၥ題解Ỵ⬟力やࢹィࢫカࣙࢩࢵン⬟力をఙばすことができる。Yii௨ୖが
氏の唱える「ࢩࣇリテーࢱー」の㦵子だが、ୖのアンࢣーࢺからは、ᢸ当教ဨが「促㐍
する人」にᚭしたことで、学生がよりⰋいヰし合いができたと感じていることや、ࢹィࢫ
カࣙࢩࢵンするときの㞺ᅖẼのⰋさが読み取れる。 

かࣉーࣝࢢ発⾲では、自分たちがヰし合ったことをሗ࿌した後に、発⾲者が他ࣉーࣝࢢ
らの質ၥにᛂ⟅する形ᘧをとった。この方法により、方がさまざまな考え方のあること
を理解するᜨ性が生まれる。授業の᭱後には、学生の発⾲内容をもう一ᗘ、教育的なゝ
ⴥで説᫂し┤しながら全ဨに理解をᅗり、発⾲者の考えをㄆめていくことで主体的に発⾲
することの自信につなࡆた。 

また、授業の中で「ࣝࢢー࣡ࣉーࢡと発⾲」という授業方法を何ᗘも取り入れることで、
学生同ኈの┦స用を通して、一人ࡦとりの成長を促すというຠᯝもある。えば授業㛤
ጞの頃は、ࢹィࢫカࣙࢩࢵン័れしていない学生の中には、自分たちの発⾲に対して対
の意見をゝわれると、ᾦࡄんだり、ጤ⦰したり、感的に論したりする姿も見られた。
授業ᢸ当教ဨは、人はそれぞれその人なりの感じ方をᣢっていることをㄆめること、そし
て自分の感じ方や考え方と␗なっていても、その人にとっては意味のあることとして大切
にཷけṆめたୖでヰし合いを㐍めることを、⧞り㏉しᣦᑟした。その⤖ᯝ、᭱後の授業で
は学生が主体的に発⾲や質ᛂ⟅を⾜い、┦ᡭの意見をうまくཷけṆめながら、自分の考
えや今後の課題などを整理して発⾲する姿が見られた。 

ところで、ࣝࢢー࣡ࣉーࢡ授業に際しては、実௨前にも教ဨにとって重要ながあ
る。それは、ࣝࢢーࣉ分けをどのようにỴめるかというၥ題である。ྡ前㡰に╔ᖍしてい
る授業や自由にᗙる授業などさまざまな形がある中で、どのࣝࢢーࣉに入るかは学生の人
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㛫関ಀに大きくᙳ㡪することも考えられる。主体的な授業を考えた場合、ࣝࢢーࣉసりか
ら学生に௵せることが理想ではあるが、ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン力がᙅい学生は、ࣝࢢーࣉに
入ることさえ㞴しいこともある。≉に、�年生の前期に⾜う授業では、まだまだ学生同ኈの
関ಀ性ができていないのが現実である。࣡ーࢡのࣝࢢーࣉをどのようにసるかは、今後の
課題である。それとඹに、授業後に感想やアンࢣーࢺを取って分ᯒし、ࣝࢢー࣡ࣉーࢡの
ຠᯝᗘをさらに高めていくことも課題となった。 
 

㸲㸬࠾わりに 
本◊✲では、学生の学ಟのྥୖを目ᶆに、保育内容「環境」の授業に࠾いて、㸲つの授

業ᒎ㛤（①幼稚園教育要領を利用した授業、②視⫈覚教ᮦを利用した授業、③体験授業、
や自由記述を通して、どのࢺーࢣのアンや発⾲形ᘧ）を実し、学生ࢡー࣡ࣉーࣝࢢ④
方法が保育環境を構成する力㔞形成にാくのかの考ᐹをヨみた。ྛᅗの「理解できた合」
から見てもุる通り、ࣝࢢー࣡ࣉーࢡや発⾲という授業形ែが᭱もຠᯝの高いことが᫂ら
かになった。これは学生が主体的に授業を㐍めていくことが、学生の学ಟ内容の理解や学
ಟ意ḧの高まりにつながることを物ㄒっている。 
はじめに確ㄆしたように、保育者に求められているのは、幼稚園教育要領、保育所保育

ᣦ㔪、幼保㐃ᦠᆺㄆᐃこども園教育࣭保育要領が♧す「環境」にかかわる保育内容のᇶ準
にᇶづき、幼児が環境に主体的に取り⤌み、生活に取り入れていこうとする力をᇵうため
の保育環境を構成していくことである。この⬟力は保育内容「環境」の授業に࠾いてのみ
ಟᚓできるものではない。今後は、子どもの育ちにつながる、㨩力的な環境構成をᡭけ
る⬟力を身に付けさせるためにも、他の教⛉との㐃ᦠを㋃まえ、授業でᇵった知㆑やᢏ⾡
をさまざまな視Ⅼからᛂ用࣭発ᒎさせながら、ຠᯝ的な授業法を⥅⥆的に◊✲していきた
い。 
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